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 サイエンスの視点では、プラトニックミセルの概念を一般化し、4,6,8,12,20面体のミセル構造の形

成の必然性を実験と分子動力学的シミュレーション双方から検証し、ミセル原料もカチオン系、アニオ

ン系、ノニオン系のいずれにおいても共通するコンセプトであることを多くの論文発表を通じて国内外

にアピールし、研究者本人の言う「ミセルの教科書を書き変える」ということについて大きく貢献した。

加えて、発表論文の数はもちろん、質という点でもCRESTプロジェクト期間中に向上していった点は大

いに評価される。 

テクノロジーの視点では、採択時、プラトニックミセルはその単分散性（Mw/Mn=１）により、ドラッ

グデリバリーシステム（DDS）を実現する仕組みとして有望であるとの提案であったが、シクロデキス

トリンの包摂機能の拡張概念としてプラトニックミセルの方法論を利用することによって、嵩高い分子、

タンパク質等を極めて効率的に分離できる手法を見つけるに至り、DDS用途としての展開がCREST研究後

半に医薬品分野で始まった点は大いに評価できる。加えて、この手法はDDS以外にも、複雑で巨大な分

子の新しい分離精製技術としてもその産業的価値は極めて大きな意味を持つ可能性があると考えられ、

実用化に繋げるための基礎研究に広く取り組んでいただきたい。 
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